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ウェブページ作成のチームを組
み、依頼者であるＮＰＯ団体に
ヒアリング、中間提案をするプロ
ボノワーカー。
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ひろしまＮＰＯセンター
プロジェクトマネージャー

まつむら・わたる　

松村　渉さん

企
業
の
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で
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カルビー㈱　西日本事業本部
市場開発課　社会貢献委員
ちくもと・てつじ　　　

筑本　哲司さん

　

今
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
知
識
や
ス

キ
ル
を
生
か
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
で
き
る
「
プ
ロ
ボ
ノ
」
と
呼
ば
れ
る

新
し
い
カ
タ
チ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
広

が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　

「
プ
ロ
ボ
ノ
ワ
ー
カ
ー
」
と
し
て
登
録

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者
が
、
５
～

７
人
程
度
の
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
平
日

の
夜
や
土
日
な
ど
を
使
っ
て
、
約
半
年

間
の
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
。

　

「『
プ
ロ
ボ
ノ
ワ
ー
カ
ー
』
は
、
自
分

の
ス
キ
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
普
段
と
は
違

う
環
境
で
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ

れ
が
社
会
課
題
の
解
決
に
結
び
つ
い
て

い
ま
す
。
普
段
は
出
会
わ
な
い
よ
う
な

方
と
接
し
た
り
、
知
ら
な
い
世
界
に
触

れ
る
こ
と
で
、
『
社
会
』
の
見
え
方
が

変
わ
り
、
自
分
の
仕
事
や
人
生
に
も
生

か
せ
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
ん

で
す
」
と
ひ
ろ
し
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

の
松
村
渉
さ
ん
。

　

「『
こ
う
な
っ
た
ら
い
い
な
』
と
思
え
る

よ
う
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
個

人
よ
り
も
組
織
の
ほ
う
が
活
動
し
や
す

い
で
す
ね
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
は
、
社
会
を
変

え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。
ひ
ろ
し
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
す
。

社
会
資
源
で
あ
る
ス
キ
ル
を
持
っ
た
人
と

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
と

し
て
、
プ
ロ
ボ
ノ
活
動
も
行
っ
て
い
ま

す
」
と
話
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
活
動
す
る
た
め
に 

は
、
組
織
基
盤
の
強
化
が
欠
か
せ
な
い

と
い
う
。
「
目
に
見
え
に
く
い
部
分
で
す

が
、
し
っ
か
り
と
し
た
組
織
で
な
い
と
、

活
動
を
続
け
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
ん
で

す
」。

　

現
在
は
プ
ロ
ボ
ノ
の
約
８
割
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
作
成
だ 

が
、
業
務
フ
ロ
ー
設
計
や
事
業
計
画
立

案
の
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
、

意
気
込
み
を
語
る
。

プロボノとは、ラテン語
で「公共善のために」を
意味するpro bono publico
の略。各分野の専門家が、
職業上持っている知識・
スキルや経験を生かして
社会貢献するボランティ
ア活動全般を指す。

　

阪
神
大
震
災
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力

が
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
東
日
本
大
震

災
で
は
こ
れ
に
加
え
、
企
業
の
社
会
貢

献
が
注
目
さ
れ
た
。
廿
日
市
市
で
も
、

地
域
へ
の
寄
付
や
自
社
製
品
の
提
供
な

ど
と
い
っ
た
一
般
的
な
活
動
に
加
え
、

地
域
の
活
性
化
を
願
う
取
り
組
み
が
芽

生
え
始
め
て
い
る
。

　

カ
ル
ビ
ー
㈱
は
社
員
の
行
動
規
範
に

「
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」
を
掲
げ
、
地
域

と
連
携
し
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

平
成　

年
か
ら
、
社
内
公
募
で
集

２１

ま
っ
た
社
長
直
轄
の
組
織
「
社
会
貢
献

委
員
会
」
を
設
置
。
中
国
地
方
で
は
、

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
活
動
や
子
育
て
支
援

を
中
心
に
、
宮
島
の
清
掃
、
地
域
の
お

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
を
通

し
て
地
域
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

　

同
社
の
社
会
貢
献
委
員
で
あ
る
筑
本

哲
司
さ
ん
は
、「
こ
の
活
動
が
始
ま
っ
て

３
年
目
で
す
が
、
企
業
も
地
域
に
暮
ら

す
一
員
と
し
て
地
域
を
盛
り
上
げ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
」
と
話
す
。

　
　

月
に
は
、
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
で

１０
行
わ
れ
た
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

初
め
て
参
加
し
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
で
会

場
を
盛
り
上
げ
た
。
参
加
者
か
ら
も
好

評
で
、「
若
い
社
員
も
参
加
し
、
地
域
の

人
と
身
近
に
接
す
る
こ
と
で
、
地
域
の

人
達
が
カ
ル
ビ
ー
の
こ
と
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
が
分
か
り
、
と
て

も
よ
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
」
と
筑
本
さ
ん
。
４
月
に
主
催
者
と

知
り
合
い
、
参
加
し
て
欲
し
い
と
言
わ

れ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
と
の
こ
と
。

　

「
カ
ル
ビ
ー
は
広
島
発
祥
の
会
社
で
す
。

地
域
に
密
着
し
て
、
一
緒
に
汗
を
流
す

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

筑
本
さ
ん
は
強
く
語
る
。

　

ま
た
小
学
校
な
ど
を
訪
問
し
、
総
合

学
習
の
時
間
を
利
用
し
て
食
育
活
動
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。「
カ
ル
ビ
ー
が
こ

の
地
に
あ
る
と
い
う
こ

と
を
子
ど
も
た
ち
に
誇

り
に
思
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
活
動
を
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
い
き
た
い
で

す
」。

■
カ
ル
ビ
ー
株
式
会
社
の

　

取
り
組
み
か
ら

おやつを通じて、次世代を担う
子どもたちの健やかな暮らしを
サポートしたいと、平成１５年か
ら「身近なおやつを考える」を
テーマに、小学校への出張授業
を実施している。
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「
自
分
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
人
」、
「
こ
れ
か
ら
の
活
動
に

向
け
て
ヒ
ン
ト
が
ほ
し
い
人
」、

「
ピ
ン
！
と
く
る
偐
つ
な
が
り
做
を

探
し
て
い
る
人
」、
「
と
り
あ
え
ず
、

ワ
イ
ワ
イ
話
し
た
い
人
」
な
ど
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

今
回
紹
介
し
た
皆
さ
ん
の
活
動

発
表
や
、
活
動
さ
れ
て
い
る
皆
さ

ん
が
元
気
に
な
る
よ
う
な
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
の
お
話
、
交

流
タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き

　

２
月
７
日
昭　
　

時　

分
～

１８

３０

と
こ
ろ

　

廿
日
市
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

第
１
研
修
室
ほ
か

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

Ｉ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
Ｅ
〔
人
と
組
織
と
地

　

球
の
た
め
の
国
際
研
究
所
〕

　

代
表
者　

川
北
秀
人
さ
ん

　

詳
し
く
は
、
支
所
、
市
民
セ
ン

タ
ー
の
窓
口
に
置
い
て
あ
る
チ
ラ

シ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

まちづくり交流会
in はつかいち vol.2

～いろいろな活動を知ろう～ 

を開催します

問合せ　協働推進課　協働推進係
☎荏３８１０

「茶話やかサロン」を開催している民生委員児童委員協議会の三浦美和子さんは、「育児などで困ったこと
を相談できるので、心強く思っています」と話してくれた。１０年後、２０年後も、次の世代が笑顔で暮らせ
る「まち」でありつづけるために、専門性や若い力をまちづくりに生かす仕組みが求められている。

特 集

  笑顔と活力のあるまちへ―　つながりを大切にした暮らしやすい豊かな地域社会

　昨年４月、「廿日市市協働によるまちづ

くり基本条例」を施行しました。この条

例には、「つながりを育みながら、『はつ

かいちが好き！』と言えるまちを実現し

たい」という思いが込められています。

　２０２０年の廿日市市の高齢者の割合は

３２．１％と推測されています。これは全国

を１０年先取りした状況だそうです。こう

した人口構成の変化や地域課題の多様化

に対応し、誰もが暮らしやすいまちであ

り続けるためには、まちづくりに多くの

人が関わり、お互いにつながりながら力

を発揮していくことが、これまで以上に

大切になっています。

　今回、４つの取り組みをご紹介しまし

たが、廿日市市には、地域活動やボラン

ティア活動で培ってきた知恵とエネル

ギー、企業や学校がもつ専門的な技術な

ど、たくさんの資源があります。

　わたしたちが仕事をしている市民活動

センターは、こうした市民の力や思いを

つなぎ、皆さんが連携しながら活動に取

り組むことができるよう、協働によるま

ちづくりを進める拠点です。センターで

は、日ごろの活動で培ったノウハウを持

つ市民活動団体と市の職員が連携し、

「ネットワーク」、「相談」、「人材育成・

研修」、「情報収集・提供」、「活動拠点」

の５つの機能を発揮して、皆さんの活動

をバックアップします。

　「まちづくりに関わってみたい」、「他の

団体とつながって取り組みを広げたい」と

いう皆さんに、ぜひ利用していただきたい

と思います。

市民の力や思いをつないでカタチに

自治振興部協働推進課長・
市民活動センター所長

なかがわ・みほ　

中川　美穂


